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１
．
論
文
内
容
の
要
旨 

 
本
研
究
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

  

本
論
文
は
、
澤
菴
の
剣
禅
一
如
の
「
義
」
と
「
己
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
「
如
今
の
開
覚
」

の
思
想
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
澤
菴
の
生
涯
や
行
状
・
人
柄
を
知
る
に

は
『
東
海
和
尚
紀
念
録
』
が
好
適
で
あ
る
が
、
澤
菴
の
「
義
」
と
「
如
今
の
開
覚
」
の
思
想

が
ど
こ
か
ら
生
じ
た
か
に
つ
い
て
も
、
こ
の
書
を
通
読
す
る
こ
と
か
ら
窺
い
知
る
事
が
出
来

る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
最
初
に
指
摘
さ
れ
る
。 

 

剣
禅
一
如
と
言
う
と
、
武
士
の
武
藝
と
禅
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
お
い
て
結
び
付
い
た

の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
禅
宗
は
、
鎌
倉
の
初
め
に
宋
か
ら
伝
え
ら
れ
、
武
士
の
気
風

に
合
っ
て
広
く
信
仰
を
受
け
た
。
同
時
代
に
は
法
然
の
浄
土
宗
が
京
都
で
受
け
入
れ
ら
れ
る

に
至
っ
た
が
、
浄
土
宗
で
は
称
名
念
仏
に
よ
り
他
力
と
し
て
の
仏
の
御
手
に
す
が
っ
て
極
楽

浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
の
と
対
照
的
に
、
禅
宗
は
、
如
今
（
此
の
世
）
で
、
自
己
の
精
神
の

鍛
練
、
心
の
修
養
に
よ
っ
て
自
己
を
仏
の
位
に
高
め
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
自
己
の

力
に
よ
っ
て
物
事
が
正
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
武
士
の
自
力
に
よ
っ
て
善
き
功
績
を
成

そ
う
と
す
る
考
え
方
と
共
通
し
、
そ
れ
に
必
要
と
な
る
苦
行
は
、
武
士
の
よ
う
な
勇
猛
の
心

を
持
っ
た
人
々
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

「
自
己
を
仏
の
位
に
高
め
よ
う
と
す
る
」
と
は
、
心
を
修
め
て
、
世
に
存
在
す
る
総
て
の

事
物
を
見
通
し
、
生
死
の
迷
い
を
断
っ
て
自
ら
仏
に
な
ら
ん
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
に
執
着
を
断
ち
切
る
事
に
よ
っ
て
事
物
を
本
来
の
姿
で
見
よ
う
と
す
る
の
が
武
藝
に
お
け

る
修
行
の
根
本
精
神
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
境
地
を
求
め
て
、
武
士
は
武
藝
の
修
行
と
と
も

に
禅
定
も
行
い
、
精
神
修
養
に
精
励
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
他
力
往
生
を
説
く
浄

土
教
よ
り
は
、
一
大
事
を
究
め
よ
う
と
す
る
禅
の
教
え
の
方
が
、
死
を
厭
わ
ず
戦
時
に
臨
む

武
士
に
適
し
て
い
た
。
こ
こ
に
、
武
士
の
武
藝
と
禅
の
結
び
付
き
の
理
由
が
あ
る
。 

 

「
如
今
の
開
覚
」
と
「
公
」
な
る
「
義
」
の
剣
禅
一
如
に
つ
い
て
は
、
澤
菴
の
『
玲
瓏
集
』

か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
如
今
の
開
覚
」
と
は
、
今
現
在
・
現
生
に
お
け
る
「
覚
」

を
開
く
こ
と
で
あ
り
、
浄
土
宗
の
「
来
生
の
開
覚
」
す
な
わ
ち
浄
土
に
往
生
し
て
覚
り
を
開

く
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
禅
の
自
力
行
、
聖
道
門
に
お
い
て
は
、「
唯
心
の
浄
土
」、「
己
心

の
弥
陀
」
す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
仏
も
極
楽
浄
土
も
自
己
の
心
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
強

調
さ
れ
、
剣
禅
一
如
と
な
る
禅
の
立
場
の
基
本
的
な
考
え
と
な
っ
て
い
る
。 

 

澤
菴
は
「
義
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
天
の
理
で
あ
り
、
人
の
身
に
受
け
て
性
と

な
る
と
言
う
。
ま
た
、
物
事
を
な
す
の
は
欲
念
に
よ
る
が
、
中
正
の
心
を
規
範
と
し
て
そ
こ

か
ら
外
れ
な
い
も
の
は
欲
念
と
呼
ば
れ
ず
義
と
呼
ば
れ
る
と
言
う
。
欲
念
を
離
れ
て
は
何
ご



 

と
も
な
す
こ
と
は
出
来
ず
、
無
欲
の
義
に
叶
う
の
が
道
だ
と
い
う
仕
方
で
、
澤
菴
は
即
心
即

仏
の
心
と
非
心
非
仏
の
心
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
に
「
義
」
の
禅
的
要
義
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
他
方
で
、
武
士
に
と
っ
て
は
、
武
家
の
棟
梁
た
る
「
主
」
を
心
に
持
つ
こ
と
が
「
義
」

と
さ
れ
る
。
澤
菴
は
「
君
臣
の
道
」
を
、「
神
の
道
」
に
譬
え
て
最
上
級
の
位
置
付
け
を
し
て

い
る
。
武
士
は
剣
を
も
っ
て
主
君
に
仕
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
義
」
と

い
う
見
地
に
お
い
て
武
藝
者
と
禅
心
が
一
如
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 

澤
菴
の
『
不
動
智
神
妙
録
』
に
よ
っ
て
、
本
論
文
の
も
う
一
つ
の
主
題
で
あ
る
、「
己
」
の

剣
禅
一
如
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
不
動
」
と
は
動
か
ず
と
云
う
文
字
で
、

「
智
」
は
智
慧
の
智
で
あ
る
と
澤
菴
は
説
明
し
て
い
る
。「
不
動
智
」
と
は
、
心
が
動
き
た
い

よ
う
に
動
き
な
が
ら
少
し
も
止
ま
ら
ぬ
心
の
あ
り
方
で
あ
り
、
無
明
住
地
煩
悩
に
動
揺
し
な

い
心
の
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
己
」
に
お
け
る
「
如
今
の
開
覚
」
と
言
え
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
不
動
智
が
開
け
道
理
を
理
解
す
れ
ば
、
仏
法
は
剣
と
い
う
た
だ
一
つ
の
も
の

に
よ
っ
て
も
根
本
の
理
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
澤
菴
は
、「
佛
法
は
よ
く
一
物
に

し
て
其
の
理
を
顯
は
す
事
に
て
候
」
と
記
し
、「
己
」
の
剣
禅
一
如
と
表
現
で
き
る
思
想
の
核

心
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
己
」
の
剣
禅
一
如
の
本
質
は
、
「
無
心
無
念
」
の
境
地
で
あ
り
、

剣
を
遣
う
手
足
身
が
ひ
と
り
で
に
自
在
に
動
き
、
作
為
の
心
が
一
切
入
ら
ぬ
「
至
極
の
位
」

で
あ
る
。 

 

修
行
と
し
て
の
「
己
」
の
剣
禅
一
如
の
「
用
」
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
観
点
か
ら
理
解
で

き
る
。
ま
ず
事
理
の
修
行
が
あ
る
。
「
理
の
修
行
」
と
は
、
無
心
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
「
事

の
修
行
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
習
い
事
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
車
の
両
輪
の
働
き
の
よ

う
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
次
に
修
行
時
に
お
け
る
心
の
持
ち
方
に
つ
い
て
は
、
不
退
転
の

心
の
あ
り
方
を
も
っ
て
修
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
心
の
置
き
所
と
し
て
は
、
た

だ
一
所
に
心
を
止
め
な
い
工
夫
こ
そ
が
す
べ
て
修
行
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

修
行
の
目
的
と
な
る
「
己
」
の
剣
禅
一
如
の
極
意
と
は
、
ま
ず
「
間
髪
を
容
れ
ず
」
が
あ

る
。
禅
の
観
点
か
ら
は
、
煩
悩
が
心
に
残
る
の
を
避
け
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
そ
れ
は
「
心
を
止
め
ぬ
」
こ
と
と
も
表
現
さ
れ
る
。
澤
菴
が
述
べ
る
「
止
ま
る
心
を
生
じ

つ
つ
も
、
其
の
事
を
し
な
が
ら
も
手
の
止
ま
る
事
が
無
い
」
と
云
う
事
は
、「
非
心
非
仏
」
の

境
地
と
も
云
え
る
。「
應
無
所
住
而
生
其
心
の
心
を
見
性
す
れ
ば
、
仏
と
呼
ば
れ
る
」
と
『
六

祖
壇
経
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
武
藝
者
に
於
け
る
剣
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
「
仏
」
と
な

る
の
で
あ
る
。 

 

澤
菴
が
柳
生
宗
矩
に
言
う
、「
貴
殿
の
兵
術
の
正
し
い
心
」
と
は
、
真
心
を
込
め
て
国
家
や

主
君
に
仕
え
、
臣
と
し
て
の
本
分
を
全
う
す
る
「
忠
」
と
い
う
事
で
あ
る
。
人
の
見
知
ら
ぬ

と
こ
ろ
で
「
私
」
の
不
義
を
退
け
、
小
人
を
遠
ざ
け
、
賢
者
を
登
用
す
る
こ
と
を
急
務
と
す



 

れ
ば
、
国
の
政
は
正
し
く
な
り
、
忠
臣
第
一
に
な
る
と
し
て
、「
己
」
に
お
け
る
剣
禅
一
如
は
、

「
大
忠
な
る
も
の
」
が
本
務
だ
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
己
」
の
剣
禅

一
如
の
説
明
は
、「
応
無
所
住
而
生
其
心
」
と
「
大
忠
」
と
の
二
段
構
え
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
、
本
論
文
の
新
し
い
指
摘
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

武
藝
は
、
武
術
で
あ
る
柔
術
、
剣
術
を
含
む
も
の
の
総
称
で
あ
る
。
論
者
は
講
道
館
柔
道

を
実
践
し
て
い
る
見
地
か
ら
、
澤
菴
禅
の
剣
禅
一
如
の
思
想
が
柔
術
に
も
共
通
す
る
こ
と
を

論
じ
る
。
と
り
わ
け
、
柔
術
竹
内
流
の
伝
書
『
無
名
住
地
煩
脳
不
動
智
』
と
、
澤
菴
の
『
不

動
智
神
妙
録
』
と
は
、
前
者
に
お
け
る
七
項
目
す
べ
て
が
後
者
と
同
内
容
で
あ
る
こ
と
を
、

詳
細
に
検
討
し
て
結
論
づ
け
た
。
こ
れ
は
時
系
列
か
ら
見
て
、
前
者
が
後
者
を
典
拠
と
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
澤
菴
と
同
時
代
の
起
倒
流
に
つ
い
て
の
考
察

も
踏
ま
え
て
、
柔
術
各
伝
書
と
『
不
動
智
神
妙
録
』
の
主
旨
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
柔
術
の
「
不
動
智
」
を
探
究
す
る
に
は
、
澤
菴
の
『
不
動
智
神
妙
録
』
に
基
づ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
、
剣
禅
一
如
で
あ
る
と
同
時
に
、
柔
禅
一
如
で
あ
る
と
総
括
す
る
。 

  

以
下
に
、
本
論
文
の
目
次
を
掲
げ
る
。 

 

序
章 第

一
節 

武
藝
～
柔
剣
術
「
万
芸
一
心
に
有
り
」 

第
二
節 

禅
～
澤
菴
『
不
動
智
神
妙
録
』
の
剣
禅
一
如 

第
三
節 

研
究
方
法 

引
用
文
献
及
び
註 

第
一
章 

『
東
海
和
尚
紀
念
録
』
に
観
る
澤
菴 

第
一
節 

澤
菴 

第
一
項 

澤
菴
の
文
書 

第
二
項 

澤
菴
の
年
譜
行
状 

［
一
］
宗
朝
の
序
～
澤
菴
の
出
自 

［
二
］
澤
菴
の
仏
道
門
～
春
翁
・
秀
喜
・
宗
彭
・
澤
菴 

［
三
］
大
徳
寺
第
一
座
～
伶
牙
利
舌
漢
、
眞
跨
竈
児 

［
四
］
大
徳
寺
第
一
五
三
世 

［
五
］
紫
衣
の
事 

［
六
］
東
海
寺
澤
菴
和
尚 

［
七
］
夢
一
文
字 

［
八
］
年
譜
行
状
に
観
る
澤
菴 



 

⑴ 

道
門
の
師 

⑵ 

「
義
」
に
就
い
て 

⑶ 

「
如
今
」
に
就
い
て 

⑷ 
『
金
剛
般
若
経
』
と
夢
一
文
字 

小
括 

引
用
文
献
及
び
註 

第
二
章 

澤
菴
と
武
藝
、
其
の
内
な
る
「
不
動
智
」 

第
一
節 

柔
術
に
就
い
て 

第
一
項 

柔
術
・
渋
川
流
と
天
神
真
楊
流 

第
二
項 

柔
術
の
起
源
、
そ
し
て
起
倒
流
と
嘉
納
治
五
郎 

第
三
項 

柔
の
名
儀
（
義
） 

第
四
項 

柔
術
の
内
容 

第
二
節 

柔
術
と
剣
術
に
通
底
す
る
「
不
動
智
」 

第
一
項 

『
不
動
智
神
妙
録
』
の
項
目 

第
二
項 

竹
内
流
『
無
名
住
地
煩
脳
（
悩
）
と
諸
仏
不
動
知
』
と
澤
菴
の
『
不
動
智
神

妙
録
』
経(

た
て)

の
対
比
、
分
析
、
考
察
、
其
の
連
綿
性 

第
三
項 

澤
菴
と
起
倒
流
、
緯(

よ
こ)

の
連
続
性 

小
括 

引
用
文
献
及
び
註 

第
三
章 

武
藝
と
禅 

第
一
節 

武
藝
と
禅
に
お
け
る
結
び
付
き
の
関
係
性
に
就
い
て 

第
二
節 

浄
土
宗
と
武
士 

第
三
節 

禅
宗
と
武
士 

小
括 

引
用
文
献
及
び
註 

第
四
章 

澤
菴
『
玲
瓏
集
』
依
り
「
如
今
の
開
覚
」
と
「
義
」
の
剣
禅
一
如 

第
一
節 

『
玲
瓏
集
』
の
「
一
遍
上
人
の
法
灯
国
師
参
禅
」 

第
二
節 

『
一
遍
上
人
語
録
』
の
「
一
遍
上
人
の
法
灯
国
師
参
禅
」
と
浄
土
宗
「
来
生
の

開
覚
」 

第
三
節 

『
無
門
関
・
禅
箴
』
の
「
念
起
即
覚
」 

第
四
節 

『
無
門
関
』・「
即
心
即
仏
」
の
提
起
～
南
無
阿
弥
陀
仏
な
む
あ
み
だ
仏 

第
一
項 

『
無
門
関
』
の
特
質 

第
二
項 

『
無
門
関
』
と
『
臨
済
録
』
の
関
係
に
就
い
て 



 

第
五
節 

『
無
門
関
』
第
三
〇
則
・「
即
心
即
仏
」、
第
三
三
則
「
非
心
非
仏
」 

第
一
項 

『
無
門
関
』
第
三
〇
則
・「
即
心
即
仏
」 

 
第
二
項 

『
無
門
関
』・
第
三
三
則
「
非
心
非
仏
」 

第
六
節 
唯
心
の
浄
土
、
己
心
の
弥
陀
と
「
如
今
の
開
覚
」 

第
一
項 
唯
心
の
浄
土
、
己
心
の
弥
陀 

 

第
二
項 

『
臨
済
録
』
依
り
「
如
今
」
の
義
に
就
い
て 

第
三
項 

鈴
木
正
三
『
驢
鞍
橋
・
中
』
依
り
過
去
・
現
在
・
未
来
の
区
分 

第
四
項 

「
如
今
」
と
『
碧
巌
録
』
第
一
則
「
武
帝
問
達
磨
」 

第
七
節 

『
安
心
法
門
』
依
り
、「
廓
然
無
聖
」
と
「
如
今
の
開
覚
」 

第
八
節 

『
玲
瓏
集
』
依
り
「
義
」
の
本
義
、「
公
」
に
於
け
る
「
君
臣
の
道
」 

第
一
項 

「
神
の
道
」
と
「
君
臣
の
道
」 

第
二
項 

「
主
と
云
う
道
」、「
臣
た
る
道
」 

第
三
項 

「
君
臣
主
従
の
道
」
～
主
へ
の
「
義
」 

第
九
節 

『
玲
瓏
集
』
と
「
如
今
の
開
覚
」、
そ
し
て
「
義
」
の
剣
禅
一
如 

小
括 

引
用
文
献
及
び
註 

第
五
章 

澤
菴
『
不
動
智
神
妙
録
』
依
り
「
如
今
の
開
覚
」
と
「
己
」
の
剣
禅
一
如 

第
一
節 

「
仏
法
」・「
禅
」・「
貴
殿
の
兵
法
に
於
て
」
と
云
う
三
つ
の
術
語
（technical 

term

） 

第
二
節 

止(

と
ど)

ま
る
心 

～ 

無
明
住
地
煩
悩 

 

第
三
節 

止(

と
ど)

め
ぬ
心 

第
一
項 

「
如
今
の
開
覚
」
と
「
不
動
智
」 

第
二
項 

急
水
上
打
毬
子
、
念
々
不
停
留 

第
三
項 

前
後
際
斷 

第
四
節 

千
手
観
音
と
即
心
即
仏
・
非
心
非
仏
に
観
る
「
己
」
の
剣
禅
一
如
の
本
義 

第
一
項 

貴
殿
の
兵
術
の
心
正
し
け
れ
ば 

第
二
項 

諸
仏
不
動
智
② 

 

第
五
節 

「
己
」
に
於
け
る
剣
禅
一
如
の
体 

第
一
項 

「
己
」
の
剣
禅
一
如
の
体 

第
二
項 

「
無
心
の
心
」
と
『
菩
提
達
摩
無
心
論
』 

第
六
節 

「
己
」
の
剣
禅
一
如
の
用 

第
一
項 

事
理
の
修
行 

第
二
項 

具
不
退
轉
～
心
の
持
ち
方
の
修
行 



 

第
三
項 

心
の
置
き
所
の
修
行 

第
七
節 

「
己
」
の
剣
禅
一
如
の
極
意 

第
一
項 

間
髪
を
容
れ
ず
、
石
火
の
機
～
極
意 

第
二
項 
水
上
の
胡
蘆
子
を
打
つ
、
捺
着
即
轉
～
達
人
の
心 

第
三
項 
求
放
心
（
孟
子
）
と
心
要
放
（
邵
康
節
）・
具
放
心
（
中
峰
）
～
至
極
の
時 

第
四
項 

應
無
所
住
、
而
生
其
心
～
至
極
の
位 

第
五
項 

敬
（
敬
白
）、
主
一
無
適(

せ
き)

・
一
心
不
乱

―
即
心
即
仏
と
、
應
無
所

住
而
生
其
心
（
至
極
の
位
）

―
非
心
非
仏 

第
六
項 

「
應
無
所
住
而
生
其
心
」
と
「
己
」
の
剣
禅
一
如 

第
八
節 

「
己
」
の
剣
禅
一
如 
～ 
「
忠
」 

小
括 

引
用
文
献
及
び
註 

第
六
章
（
結
） 

第
一
節 

論
旨 

第
二
節 

武
藝
と
禅
～
「
不
動
智
」
と
現
代
柔
道 

 

 

２
．
論
文
審
査
結
果
の
要
旨 

（
１
）
研
究
テ
ー
マ
の
独
自
性 

 

澤
菴
の
禅
思
想
の
立
場
に
立
っ
た
武
藝
論
に
つ
い
て
、「
義
」
と
「
己
」
と
い
う
見
地
か
ら

理
解
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
論
者
独
自
の
着
眼
で
あ
る
。
ま
た
、
澤
菴
の
禅
の
立
場
を
浄
土

宗
の
他
力
信
仰
と
の
対
比
に
お
い
て
「
如
今
の
開
覚
」
と
特
徴
づ
け
る
点
に
も
、
論
者
の
独

創
性
が
現
れ
て
い
る
。 

（
２
）
研
究
方
法
と
そ
の
成
果 

 

論
者
は
こ
の
テ
ー
マ
を
追
求
す
る
た
め
に
、
澤
菴
の
諸
著
作
や
関
連
す
る
仏
教
書
、
さ
ら

に
は
柔
術
の
諸
伝
書
に
当
た
り
、
丹
念
に
読
み
解
く
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
し

て
、
澤
菴
の
武
藝
思
想
に
新
た
な
光
を
当
て
、
公
と
し
て
の
「
義
」
の
見
地
と
、
私
と
し
て

の
「
己
」
の
見
地
か
ら
、
そ
の
禅
仏
教
的
な
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
柔
術
の
伝
書

に
関
し
て
は
、
竹
内
流
伝
書
が
澤
菴
の
『
不
動
智
神
妙
録
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
実
証

的
に
裏
付
け
た
。 

（
３
）
残
さ
れ
た
課
題 

 

こ
の
よ
う
に
本
論
文
は
、
澤
菴
の
武
藝
論
の
禅
仏
教
に
根
ざ
し
た
特
質
を
解
読
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
武
藝
論
と
し
て
ど
の
よ
う
に
意
義
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
考
察
に
は
、

あ
ま
り
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。
今
後
の
研
究
の
進
展
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 



 

 
３
．
最
終
審
査
結
果 

 

以
上
、
本
研
究
の
独
自
性
、
文
献
そ
の
他
を
活
用
す
る
研
究
方
法
と
そ
の
成
果
と
い
う
観

点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
審
査
委
員
一
同
、
一
致
し
て
本
研
究
が
博
士
の
学
位
論
文
の
水
準

に
到
達
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
。 

 


